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Expressive Techniques Used in the Artwork Parrot, Painted by Zheng Jiongchang 



























































































































は SE-3000、レンズは SE-40Zである。XRFは、Thermo 
Fisher Scientific製 Niton XL3t（X線管球 Ag）を使用した。
測定モードはMining Mode Cu/Zn で、1箇所につき 4段階
の光学フィルター交換機構を用いて対象元素を切り替え
て（Main Range、Low Range、High  Range、Light Range）



























































































































図 6　冷枚《西王母図》（部分）17 ～ 18 世紀　澄懐堂美術館 図 8　吉村孝敬　《唐美人図》（部分）1795 年　北島古美術研究所
図 7　銭慧安《立美人図》（部分）1878 年　観峰館

















































図 9　土田麦僊《髪》（部分）1911 年　京都市立芸術大学資料館 図 10　竹内栖鳳 《アレタ立に》（部分）1909 年　高島屋史料館
図 11　袖の顕微鏡写真



























部分を測定して得られた XRFのMain Rangeおよび Low 
Rangeのスペクトルを図 14 および図 15 に各々示す。図
14 には、Ca、Hg（水銀）、As（ヒ素）、Pb（鉛）のピーク








PbCrO4 や BaCrO4 などによる顔料が使用されている可能
性が考えられる 20。Baは BaSO4 による体質顔料として含
有されている可能性も考えられる 21。
図 13　襟の XRFスペクトル（Main Range）
図 14　帯の XRFスペクトル（Main Range）
図 15　帯の XRFスペクトル（Low Range）
図 12　腹のあたりの拡大写真
46. BULLETIN Vol.64  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
（3）首飾り











































なす美」（『化学と教育』61 巻 8 号、2013 年、408-409 頁）









図 17　首飾りの拡大写真（側光） 図 18　寄名錠の左上部分（図 16 の①）の顕微鏡写真
47.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64
うにみえる白色の物質が観察される。XRFは、図 16 に点
線の丸で示した部分で測定した。得られたMain Rangeの































































真を図23に示す。全体に白色および金色の細い線が描か図 20　寄名錠の XRFスペクトル（Main Range）
図 19　寄名錠の文様（図 16 の②）の顕微鏡写真






































図 24　喉の輪郭に近い部分（図 21 の②）の顕微鏡写真
図 26　目尻の上の部分（図 21 の①）の顕微鏡写真
図 25　目の下の部分（図 21 の④）の顕微鏡写真
図 27　風切羽（図 21 の③）の顕微鏡写真
図 28　尾羽（図 21 の⑤）の顕微鏡写真



































































クトルが重なっている可能性がある。4 箇所の Main 
Range、Low Range、Light Rangeのスペクトルを図 29 か
ら図 31 に各々示し、スペクトルの特徴を述べる。まず、






図 29　鳥の各部位の XRFスペクトル（Main Range）
51.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.64













線のピーク位置に近い。だが、2と同様に Baの Lβ2 線の
位置にはピークがあり、図示はしていないが 4にも Baの
K線の位置にもピークが検出された。したがって、4では
Baの Lα線と Tiの Kα線、Baの Lβ1 線と Tiの Kβ線が
重なっていると考えられる。1にも 4.5keVおよび 4.8keV
付近に弱いピークがあり、ピーク位置から Baのピークと
考えられる。最後に、図 31 の Light Rangeのスペクトル
では、4つのスペクトルに Siのピークがある。4には、他
の 3つのスペクトルと比較して強い Kのピークがあり、










































図 30　鳥の各部位の XRFスペクトル（Low Range）
図 31　鳥の各部位の XRFスペクトル（Light Range）






















































図 32　榻椅の枠（図 21 の⑥）の顕微鏡写真 図 34　榻椅（実線）と髪（点線）の XRFスペクトル（Main Range）
図 33　榻椅の黒色の部分（図 21 の⑦）の顕微鏡写真



























の XRFスペクトルを図 37 に、High Rangeのスペクトル
を図 38 に示す。図 37 の花瓶のスペクトルには、大きな












図 38　花瓶と床、壁（点線）の XRFスペクトル（High Range）
図 37　花瓶と床の XRFスペクトル（Main Range）










































図 39　右の袖口の拡大写真 図 41　夾竹桃の拡大写真
図 42　夾竹桃の一部の拡大写真


















































図 43　孔雀の飾り羽の拡大写真 図 45　《瓢箪》作者不詳　1881 － 1888　京都市立芸術大学芸術資料館図 45　《瓢箪》作者不詳　1881 － 1 88　京都芸術大学芸術資料館


































































図 46　人物の後方の丸窓の拡大写真 図 47　窓の外の背景の顕微鏡写真











































鳥の頬 白、黄、青 Pb、Cu、Cr、Ba、Si 
鳥の目尻の上 黄、青 Pb、Cu、Cr、Ba、Si 
鳥の雨覆 黄、青 Pb、Cu、Zn、Co、Cr、Ba、Si



















































































































に在籍していた明治 40 年（1907）から大正 3年（1914）まで
の卒業制作から「人物画」、「美人画」の例を見ていく。京都
市立芸術大学芸術資料館には明治 40 年、44 年、45 年、大正 2
年の卒業制作が残っている。明治 40 年は 12 点中、西堀刀水
《西行》1点が歴史人物画で、美人画はない。明治 44 年、美術
工芸学校と絵画専門学校の卒業制作計 11 点の中で人物は 2
点、土田麦僊《髪》の美人画と川崎南風《青いリボン》の少
女像であった。明治 45 年では 8点中、西桜洲《初午詣》の人
















制作』（京都市立芸術大学、1980 年）作品番号 108 ～ 163、京
都市立芸術大学百年史編纂委員会『百年史：京都市立芸術大
学』（京都市立芸術大学、1981 年）を参照した。











13　注 7前掲『日本画聚英 : 卒業制作』、作品番号 158。
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